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恒常性シナプス可塑性は、活動依存的な遺伝子発現機構を介しシナプス後部の

グルタミン酸受容体数を増減することにより発現される。遺伝子発現にはクロ

マチン結合タンパクによるクロマチン構造の修飾が必須であるが、恒常性シナ

プス可塑性に寄与するクロマチン結合タンパクはほとんど同定されていない。

本セミナーでは、クロマチン結合タンパク、 L3mbtl1 (Lethal 3 malignant
brain tumor like 1) を紹介することにより、恒常性シナプス可塑性へのクロ
マチン修飾機構の寄与を議論したい。

どうぞ奮ってご参加ください。
（担当：細胞神経生物学分野）
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